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〔海外だより〕 レニングラードのパブロフ研究所にて
千葉大学塁学部第一生理学教室 本 需 三 郎
街角を左に折れ，地の翼手を通ヲ過ぎると，犬を連れた いものを，そこが大国ソ連の気風なのかも知れ主い。
パブロフの畿がある。そこからパブロフ研究所の建物が 翌日はまず情報処理研究所のグヲシェンケル所長を尋
散在する。民家もあヲ，薄きたないj吉も並ぶ。一番奥に ねる。了度数学者によるセミナーの最中であったが，そ
私が研究に従事している運動制調に関する研究第設があ こに招き入れられ，最前列に坐らせられる。私のモスコ
る。林の中には動物舎もあり，サノレの飼育施設もある。 ウ帯在のスケジュール辻塁走に決まってお札その巨から
ここはコートシエンと呼ばれる町だが，レニングラード 諸君庁の研究所を訪問し，最終Eに私がセミナーをやるこ
から30kmも離れた片足舎である。この地にパブロフは とになっている。家内がいるので，連日夕方から観光が
研究所を作り，数年開訴究に従事したとか。静かな田園 組まれている。どこの研究所でも一生整合でその窺究内
のなかに華やかな研究がくりひろげられた当時を{思ばせ 容を了寧に説明してくれた。特に若い人が無気になる位
る建物である。岩手医大解部学の)I!村光毅教授もここで 熱心で、あったのには好感がもてた。今自の私の招待責任
研究されたのであろう。ソ連科学アカデミ~~こ罵するバ 者であるレニングラードのシャプコフ主任もそうである
ブ、ロフ研究所はレニングラードにもあり，全部で 5部門 が，もう一人モスコウにも私の大のファンがいた。雨入
とか，大きな評究所である。所長室で所長以下数名の関 とも研究部門の主任で，共に50歳近い。そのアラアシヤ
孫者の歓迎を受けたが，ソ連の科学研究の現状を説明し ブスキィさんの研究所は私の訪問先iこ入っていないの
てくれた。これに対してわれわれの当面している課題も で，特にシェック教授の訪問時間に入れてもらったので
伝えた。今後わが国との研究交流を強く望んでいた。 あろう，その日に尉尉を沢山持参して，研究成果を祝上
このレニングラードiこ来るまでが容易でなかった。東 で説明してくれた。別れぎわにこんなことをいってくれ
京，モスコウ間の往復切符のみで，モスクヲのホテルも た。彼が生理学に入ろうとした時弘の論文を読み，感激
半日らず，そこからどうレニングラードへ行くのかも末 し，この道iこ進んだとか，ただ残念ながら私と違い現在
定。ただ当初の予定では 4月末に日本をたちたかったの は小脳の研究をしている。その先生に会えてこんな嬉し
をメーデーの関係で 5月10日以降iこして欲しいという日 いことはないと熱っぽく述べてくれた。シャプコフさん
本のソ連大使舘からの要詰に従って 5月11自に成田をた もそうであるが，数年前主任になった記念に，今回どう
った。その程度のや担とりはあったが，その越は全く不 しても私を招待したかったといってくれた。私もいつの
明のままモスコウ空港iこ着いた。しかし幸なるかな，科 まにかあこがれの先生になってしまっていた。先生冥利
学アカデミーの世話係の女性が出迎えていてくれた。ほ というもので為ろうか，これに答えて在、自身も往年の勢
っとした。アカデミーのパスがえEいからタクシーでと無 いを取り戻し，いまこのレニングラードでは連日ネコの
理やり乗せちれ， 工時需近く長く続く一本道を猛スざ- 動物実験ととトの実験iこ明け暮れている。
Fでとばし，あの建物辻荷，これは何と観光さながら説 実験装置は大国のメンツにかけても自国製を用いてい
明を受け，科学アカデミー所属のホテルに入れられた。 る。型は古く，しかも大きい。しかしともかく基準とな
モスコウでの帯在は一道開，家内の分だけ 1日10ルーブ る性能だけは備えている。地下に大きなコンピューター
ル (3，400円)払ってくれという。これからあとは生体 もセットされつつあヲ，いずれ近くこれが始動すること
情報処理研究所より私に連絡があろうし， 1遺需後にレ であろう。モスコウでは人工衛星が展示されていた。そ
ニングラード行きの列車の切符を持ってくる。事jの赤い の威容を誇示していた。西欧諸国はソ連のミサイノレ配置
矢号である。事務連絡が終るとはいさようならと帰って に狼狽している。両者とも科学技術の粋を結集しなくて
11'ってしまった。なるようにしかなるまいと覚悟iをき はできぬところであろうが，まだ現場での!日式な実験装
め，食事などしているうちに，友人のシェック教授から 置との間に大きな隔た習があるように思えた。しかしじ
霊話がきた。無事着いたか，出迎えに行かず失礼したと っくりと援をすえ，自国の力を頼ヲに科学技読の振興を
か，なお私の担当はレゼック君だが彼からまもなく電話 図っている患にみえた。いつも思うのだが，流行を追
があろうという。なるiまど引き続き当のレゼック君から い，効率のよさや経済的な実験研究を考え，剥那的な研
電話があヲラ明日10詩にお追えにあがるという。万事巧 究に落ち入予がちな私自身も，何か強く反省せしめられ
くいっている。それなら最初からそういってくれればよ ている。(昭和57年 6月22S受付〉
